
第９回災害対策本部会議議事録

日時：平成 23 年 3 月 1７日（木）１０：００～１０：３０

○危機管理監：人的被害は変化なし。床下浸水が 2,000 棟から大きく減少して、61 棟となった。

福島県からの避難者３６４人。今後も増える見込である。電力については、潮来市及び鹿嶋市

を除き、復旧している。路線バス及び高速バスも一部復旧している。

○生活衛生課長：水道については４市町で全域断水。日水協に調査を依頼している。

○原子力班長：福島県の状況に大きな変化なし。北茨城市の放射線１マイクロシーベルトまで低

下している。

○生活環境部次長：福島県からの避難者について、４施設から受入。洞峰公園体育館については、

いっぱいになっているため、霞ヶ浦総合公園体育館で受けいれていくことになる。一部古河に

も入っている。今後は県立健康プラザ及び教育研修センターも開放予定。

○保健福祉部長：福島からの避難者についてサーベイを行っている。うち病院で検査した４名は

異常なし。産総研及び高エネ研の協力を得て、つくば市を主体として洞峰公園でサーベイを行

っている。被災者生活再建支援法については、１６日付けで１１日に遡って適用。こども福祉

医療センター新施設事業者の公募期間を延長した。福島の避難者に対して保健所職員を配置し

ているが、厚生労働省に対して保健師の派遣を強く要請している。

○農林水産部長：風評被害が拡大傾向にある。環境放射線監視センターでサンプリング調査を実

施する。

○土木部長：高速道路一部復旧。那珂 IC あたりは復旧の目途なし。北関東道は今週復旧見込み。

東関東道については、昨日の震度５弱の地震で法面崩落したが、今週中に復旧する見込み。県

管理道路のうち、鹿行大橋は通行不能。余震が続いており、橋梁の復旧は慎重に対応する。偕

楽園の好文亭については、構造は大丈夫だが、内壁がだめになっている。復旧には６ヶ月から

１年はかかる。重要な文化施設であるため、材料など文化庁と調整が必要。

○生活環境部長：福島からの避難者２６４７名のうち１,６７７にサーベイを行い異常無し。人手

が不足している状況であり、人員の調整について総務部長と協議したい。昨日、教育長から話

のあったバスの運行状況については、１日２回調査しており、ホームページに掲載している。

○総務部長：勤務時間の特例を認める。各所属長の判断で１日のうち７時間４５分を勤務するこ

ととし、柔軟に対応できるようにする。

○東京電力：※スライドを用いて説明。潮来市日の出１丁目２丁目で、全壊住宅などを除き、停

電が８００件発生している。液状化・地盤沈下により電柱が完全に倒壊しており、復旧が難し

い。一応今日中の復旧を見込んでいる。

○知事：市町村への通知は送っているのか。

○危機管理監：送付済み。

○知事：市町村長は風評被害を心配している。最悪な場合はどうなるのか？と聞いてくる市町村



長もいる。チェルノブイリの例を考えても、福島の原発から県境まで８０ｋｍ離れている。放

射性物質も大きなものは飛ばないだろうから、大きい影響は無いのでは。本県産野菜に関して

は、卸売業者は取り扱ってもらっているが、小売業で拒否感がでている。県職員もかなり疲れ

てきている。ガソリンについては国への働きかけを行っているが、緊急車両の給油についても

めているらしい。

○上月副知事：ガソリンの供給量が減少しているが、全国的には足りているという情報もある。

油槽所が復旧して緩んでくるまでは大変厳しい状況にある。緊急車両専用のガソリンスタンド

を設けても現場の店員では対応しきれていないため、県職員を派遣した。来週に向かって確保

できるように知事さんや国会議員にも協力してもらい強烈に要望をかけている。

○知事：警察からは？

○県警本部長：常磐道はいつもより通行量は少ないが、水戸まで順調に流れている。県北の避難

所に女性警察支援隊を派遣して避難所の安定を図っている。

○自衛隊施設学校長：警察から給油をしていただいている。パンについては今朝から配布してい

る。給水、給食に関しては市町村からのニーズに応じて対応している。もう不要と話している

市町村も出始めている。

○知事：農協から携帯電話に連絡が入った。野菜の安全性について県連としてどのように対応し

ていくか。今は複雑な状況にあり、慎重にやっていく必要がある。

○東京電力：福島の原発について。放射線を出している場所が３つある。３、４号機の使用済燃

料プール、２号機圧力抑制室、建屋からのベント。圧力容器は無事。大量放出は考えられない。

今は海水注入を行っている。電源がないため、東北電力からの外部電力、発電所からの逆流送

電により対応を検討している。使用済燃料プールの使用済燃料が外部にさらされて強い放射線

を出しているため近づけない。とにかく水で満たして線量を低くすることが先決。

○知事：放射線量が北茨城で低くなったり高くなったりしている。

○東京電力：先ほどの３つのどれかが出所かはわからない。

○知事：ガスとか微粒子なのか。

○東京電力：そうだ。

○危機管理監：次回会議は状況を見て開催することとする。


